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６月２日快晴。 朝９時、バスで北京飯店を出発。ガイドは秦景海さん。 

北京の人々が昔「熊の手」を珍重していたことなどの話を聞きながら 

一日が始まりました。 

 

天健賓館到着。１０時５分より２０１６年国際薬膳師（士）・国際薬膳調理師資格授与式。 

中国薬膳研究会元会長・沙鳳桐先生から歓迎の言葉をいただき、日本国際薬膳師会副会長・鷲見美智子先生からは、

今年８９名が合格したこと、高齢化が進む中で薬膳が社会に貢献する役割が大きいことなどのお話がありました。 

続いて中国薬膳研究会会長・楊鋭先生の特別講演が行われ、薬膳学の理論体系の構築と実践がますます盛んに進

められていることが紹介されました。また長期にわたる日本の本草薬膳学院とのパートナーシップにたいする深い信頼が

表明されました。 

 本草薬膳学院・辰巳洋院長は、学院の十数年間の活動を振り返るとともに、 

専門家養成への意欲を述べられました。 

 

いよいよ資格証書授与。一人一人、楊先生から証書をいただいて写真撮影。 

出席した合格者１４名の顔はみな、北京の青空のごとく晴れ晴れとしていました。 

合格者を代表して答辞を読み上げたのは松本久仁子。 

「今までの人生でもっとも緊張しました。ずっどドキドキ！（松本）」 

 

引き続いての慶祝宴会では本格的な薬膳料理がふるまわれましたが、これは中国薬膳研究会副会長で天健賓館料

理長・焦明耀先生の手によるものです。焦先生からは薬膳制作の心得についてお話がありましたが、「なにより美味しい

こと」「多くの調理方法を駆使すること」「食感を大切にすること」「季節や地域や人に合わせて提供すること」など、改めて

肝に銘じたいお言葉で、身の引き締まる思いがしたのでした。 

 

期待の薬膳料理は実に素晴らしく新たな皿が運ばれるたびに歓声が上がりましたが、 

中でも南瓜のペーストとともに洋風に仕上げられた蠍には一同目を見張り…。 

「さ、さそり！？これは海老だ、海老だと唱えながらがんばって食べました…。（井上）」 

 その他、天麻・吉林人参・蓮子・地黄・麦門冬などを使った、季節にふさわしい 

「心を養い熱をとる」８種の冷菜と１０種の料理をおおいに堪能しつつ 

「薬膳料理は美しく奥が深い」と実感したのです。 

 

午後は天安門登城と故宮博物館の見学。歴史の重みを感じつつ、 

広大な城内をそぞろ歩きながら諸先輩方とも親しく会話が生まれ、 

様々なことを教えていただくことができました。（5P に続く） 

２０１６年北京 
国際薬膳師合格証書授与式・中国研修旅行 

２０１６年６月１日(水)～５日(日) 

【４泊５日】  参加者１９名 

6 月 2 日(木)  国際薬膳師（士）資格証書授与式 
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